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短
大
全
国
大
会
で
バ
ド
復
Ⅴ 

  

八
月
二
日
か
ら
三
日
間
、
神

奈
川
県
小
田
原
市
で
開
か
れ
た

第
四
十
一
回
全
国
私
立
短
大
体

育
大
会
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ

ル
ス
で
、
金
沢
学
院
短
期
大
学

の
北
市
あ
か
り
・
細
川
早
苗
組 

教
職
員
研
修
団
が
大
連
理
工
大
訪
問 

西
田
哲
学
の
教
育
観
は 

 

富
山
で
文
学
部
公
開
講
座 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
の
公
開

講
座
「
西
田
幾
多
郎
と
教
育
」

は
九
月
三
日
、
富
山
市
の
富
山 

県
民
会
館
で
開
か
れ
、
田
邊
正

彰
教
授
＝
写
真
下
＝
が
、
山
本 

 

講
演
す
る
辻
口
氏
＝
東
高
校 

 

 

火
お
こ
し
を
体
験
す
る
親
子

＝
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

古
代
人
の
知
恵
に
感
心 

土
曜
大
学
で
親
子
夏
期
特
別
講
座

 
記
念
品
を
交
換
す
る
宮
本
金
沢
学
院
学
園
長

（
右
）
と
林
大
連
理
工
大
学
長
＝
大
連
理
工
大 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
文
化
講

演
会
は
九
月
六
日
、
同
校
体
育

館
で
行
わ
れ
、
世
界
的
に
活
躍

す
る
七
尾
市
出
身
の
パ
テ
ィ
シ

ェ
辻
口
博
啓
氏
が
「
辻
口
博
啓

的
生
き
方
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。 

 

辻
口
氏
は
、
小
学
校
三
年
の 

 

中
国
を
訪
れ
た
金
沢
学
院
教

職
員
夏
季
研
修
団
は
八
月
三
十

日
、
金
沢
学
院
大
学
と
二
〇
〇

一
年
に
友
好
協
定
を
結
ん
だ
大

連
市
の
大
連
理
工
大
学
を
訪
問

し
、
よ
り
一
層
、
友
好
交
流
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。 

 

外
国
語
学
院
の
日
本
語
ス
タ

ッ
フ
を
交
え
た
懇
談
会
で
は
、

大
連
理
工
大
の
林
安
西
学
長
が

「
両
大
学
の
協
力
関
係
が
益
々

拡
大
す
る
よ
う
に
祈
る
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
金
沢
学
院
の
宮

本
匡
章
学
園
長
は
、
友
好
協
定

調
印
に
訪
れ
た
当
時
を
振
り
返

り
、「
貴
学
が
こ
の
五
年
間
に
い

か
に
立
派
に
成
長
さ
れ
た
か
分

か
っ
た
。
小
さ
な
我
々
の
大
学

を
大
切
に
し
て
く
れ
る
こ
と
に

最
大
限
の
感
謝
を
し
た
い
」
と 

20
年
連
続
出
場
で
表
彰
状 

 

金
沢
学
院
大
学
・
短
期
大
学

は
八
月
二
十
二
日
、
全
日
本
大

学
女
子
野
球
選
手
権
大
会
魚
津

市
実
行
委
員
会
か
ら
、
同
大
会

に
第
一
回
大
会
か
ら
二
十
年
連

続
で
出
場
し
た
こ
と
を
記
念
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 表

彰
状
は

陶
板
で
「
本

大
会
の
発
展

に
多
大
の
貢

献
」
と
感
謝

の
言
葉
が
つ

づ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 ＝
写
真
上
＝
が

優
勝
、
佐
々
木

彩
乃
・
北
倉
沙

也
香
組
が
３
位

で
し
た
。
村
上

夏
樹
さ
ん
も
加

わ
っ
た
団
体
は

２
位
で
し
た
。 

 

と
き
に
初
め
て
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー 

キ
を
食
べ
て
感
動
し
、
ケ
ー
キ

職
人
に
な
ろ
う
と
決
意
し
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
し
た
。

寝
る
間
も
惜
し
ん
で
修
行
と
研

究
を
続
け
た
日
々
を
振
り
返

り
、「
人
生
は
短
い
。
今
現
在
を

精
い
っ
ぱ
い
生
き
、
い
か
に
充 

 

金
沢
学
院
大
学
基
礎
教
育
機

構
の
土
曜
大
学
「
夏
期
特
別
講

座
」
は
八
月
二
十
二
日
、
二
十

三
日
に
金
沢
市
の
石
川
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
、
本
学
で

開
か
れ
ま
し
た
。 

参
加
し
た
親
子
三
十
四
人
が

古
代
人
の
火
お
こ
し
を
体
験
し 

 

外
国
語
学
院
日
本
語
ス
タ
ッ
フ
と
懇
談 

述
べ
、
今
後
の
具
体
的
な
交
流

計
画
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

一
行
は
日
本
語
ス
タ
ッ
フ
と

夕
食
を
と
も
に
し
て
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。 

今
を
精
い
っ
ぱ
い
生
き
よ 

東
高
校 

パ
テ
ィ
シ
ェ
辻
口
氏
が
講
演 

実
さ
せ
る
か
が
大
切
」
と
生
徒

を
激
励
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
自

分
の
ル
ー
ツ
を
し
っ
か
り
持
っ

て
ほ
し
い
。
さ
さ
い
な
日
常
が

世
界
の
舞
台
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。 

同
日
の
文
化
講
演
会
は
、
東

高
校
の
全
校
生
徒
の
ほ
か
、
初

め
て
同
校
周
辺
地
域
か
ら
一
般

の
聴
講
者
も
出
席
し
、
辻
口
さ

ん
の
示
唆
に
富
ん
だ
話
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。 

良
吉
、
鈴
木
大
拙
と
の
対
話
・

書
簡
を
題
材
に
西
田
哲
学
に
お

け
る
教
育
観
に
つ
い
て
解
説
し

ま
し
た
。 

 

田
邊
教
授
は
、
西
田
の
著
書

「
善
の
研
究
」
は
立
身
出
世
主 

義
に
乗
り
遅
れ
た
明
治
青
年
の

修
養
主
義
（
大
正
期
の
教
養
主

義
）の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
づ
け
、

京
都
学
派
と
称
さ
れ
る
現
代
哲

学
の
伝
統
を
形
成
す
る
精
力
的

な
教
育
活
動
を
紹
介
し
ま
し

た
。 

そ
れ
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
を
使
っ
て
ま
と
め
て
発

表
し
ま
し
た
。
火
お
こ
し
に
挑

戦
し
た
児
童
ら
は
額
に
汗
を
に

じ
ま
せ
な
が
ら
、
古
代
人
の
知

恵
に
触
れ
、
感
動
や
疑
問
を
報

告
に
ま
と
め
ま
し
た
。 


